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林
殴
小
学
校
と
藤
野
小
学
校
が狸、

Ｉ

博
物
館
で
体
験
学
習

津
山
市
内
の
林
田
小
学
校
と
和
気
町
の
藤
野
小
学

校
の
子
ど
も
た
ち
が
、
博
物
館
で
体
験
学
習
を
し
ま

し
た
。

館
内
の
見
学
と
合
わ
せ
て
、
本
物
の
火
縄
銃
に
触

れ
な
が
ら
、
鉄
砲
伝
来
と
そ
の
後
の
世
の
中
の
変
化

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
み
ん
な
の
最
大
の
驚
き

は
、
火
縄
銃
の
重
さ
で
し
た
。

林
田
小
学
校
の
児
童
た
ち
は
、
学
ん
で
帰
っ
た
こ

ー

と
を
新
聞
に
ま
と
め
て
、
博
物
館
に
届
け
て
く
れ
ま

し
た
。

'猫

ま
た
、
昔
懐
か
し
い
黒
電
話
で
の
通
話
体
験
を
し

ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
、
先
生
も
子
供
の
頃
を
懐
か
し

FＩ

毒‘ｉ

ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

和
綴
本
の
修
復
に
つ
い
て
は
、
今
回
の

思
っ
た
よ
り
も
作
業
が
は
か
ど
り
ま
し
た
。

職
場
体
験
学
習
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ワ
ー
ク
２
０
１
１
」
と
し
て
ｎ
月
９
日

か
ら
ｎ
日
ま
で
の
３
日
間
、
北
陵
中
学
校
の
２
年
生
５
人
を
受
け
入
れ
ま

し
た
。１

日
目
は
資
料
の
写
真
撮
影
、
２
日
目
は
和
綴
本
の
修
復
、
３
日
目
は

図
書
の
整
理
の
業
務
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

写
真
撮
影
で
は
、
照
明
の
当
て
方
や
、
ピ
ン
ト
の
あ
わ
せ
具
合
な
ど
５

人
で
話
し
合
い
な
が
ら
撮
影
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

和
綴
本
の
修
復
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
５
人
は
飲
み
込
み
が
早
く
、

イ

鰯

HAI<uBuTsuKANDAy○Ｒｌ津博ＮＱ７１＠

酔
聯
調

３
日
目
の
図
書
の
整
理
作
業
も
予
定
よ
り
早
く
終
了
し
た
の
で
、

残
っ
た
時
間
で
最
後
に
ト
ン
ボ
玉
作
り
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ト
ン
ボ
玉
作
り
に
は
中
学
生
も
喜
ん
で
も
ら
え
た
よ
う
で
、

楽
し
そ
う
に
バ
ー
ナ
ー
で
ガ
ラ
ス
棒
を
溶
か
し
、
思
い
思
い
の
ト

ン
ボ
玉
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
５
人
と
に
ぎ
や
か
で
し
た
が
、
仕
事
の
面
で
は
５
人

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
よ
く
ま
と
ま
っ
て
頑
張
っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

北陵中学校の１年生が班ごとに分

かれて博物館を訪問し、学芸員に専

門的な質問をして、地域の学習を深

めました。

彼らが用意したテーマは様々で、

パレオパラドキシア発掘当時の様子

から津山城築城に関する質問まで、

周到な準備を経て来館していること

が感じられました。

学芸員の説明に対しては、全員が

真剣な面持ちでメモを取りながら、

一方で代表者が次々と質問を繰り出

します。最初の挨拶では恥ずかしそ

うにしていた生徒たちですが、質問

が全て終わると、自信を深めた顔つ

きで帰って行きました。



平
成
型
年
５
月
の
オ
ー
プ
ン
が
待
ち
望
ま

れ
る
東
京
ス
カ
イ
ッ
リ
ー
。
そ
の
展
望
台
か

ら
の
景
観
は
、
今
か
ら
２
０
０
年
前
、
津
山

藩
お
抱
え
絵
師
鍬
形
薫
斎
が
描
い
た
江
戸
鳥

臓
図
「
江
戸
一
目
図
解
風
」
の
視
点
と
一
致

=鯛鎧I鍾鍵§
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ｎ
月
２
日
か
ら
、
Ｒ
ま
で
平
成
羽

年
度
特
別
展
「
内
田
鶴
雲
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
例
年
の
特
別
展
と
は
違

い
、
郷
土
博
物
館
の
３
階
で
は
な
く
、

津
山
市
立
文
化
展
示
ホ
ー
ル
を
会
場

と
し
て
の
開
催
で
す
。
ご
遺
族
か
ら

ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
鶴
雲
の
作
品
の

う
ち
、
額
装
・
軸
装
さ
れ
た
作
品
や

扉
風
に
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
を
中
心

に
釦
点
を
展
示
。
初
日
に
今
回
の
特

別
展
で
ご
協
力
を
得
た
一
朝
陽
書
道
会

会
長
高
木
聖
鶴
氏
、
ご
遺
族
の
内
田

薫
・
康
夫
氏
、
津
山
市
教
育
長
・
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
部
長
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
華
や
か
に
始
ま
り

ま
し
た
。
会
期
中
、
大
勢
の
方
に
見

学
い
た
だ
き
、
わ
ず
か
９
日
間
で

８
５
０
人
余
り
の
来
場
者
と
な
り
、

盛
会
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
最
後
に
、
準
備
段
階
か
ら

会
期
中
ま
で
多
大
な
る
ご
助
力
を
い

た
だ
い
た
朝
陽
書
道
会
の
皆
様
に
改

め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一一専一一一
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室
画
腿

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
、
江
戸
の
名
所
を
数
多
く
盛

り
込
み
な
が
ら
、
扉
風
一
面
に
、
方
位
の
矛

盾
を
感
じ
さ
せ
な
い
で
江
戸
の
景
観
を
描
き

き
っ
た
こ
の
傑
作
が
、
今
、
改
め
て
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

当
館
で
も
、
平
成
認
年
加
月
釦
日
か
ら
、

月
訂
日
ま
で
、
秋
の
特
別
展
観
と
し
て
「
江

戸
一
目
図
解
風
」
を
展
示
し
た
と
こ
ろ
、
メ

デ
ィ
ア
に
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
大
好
評

の
内
に
特
別
展
観
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

今
後
も
、
大
切
に
保
存
し
な
が
ら
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

努
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
作
品
保
護
の
た
め
、
「
江
戸
一
目

図
扉
風
」
の
常
設
展
示
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

当
館
で
の
展
示
日
程
に
関
し
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

元弘２年（1332年）後醍醐天

皇が隠岐に配流のため移送され

る途中、院庄にあった館に宿泊

し天皇を勇気づけるため児島高
徳が十字の詩を桜の木に記した

という伝承は有名で、文部省唱
歌にもなりました。

その伝承にちなみ、１０月５日

から１１月27日まで郷土博物館３

階展示室でミニ企画展「院庄と

児島高徳伝承」を開催しました。

児島高徳の木像、貞享４年
（1687年）津山藩森家の家老長

尾勝明がたてた児島高徳の顕彰
碑を模した板の碑や院庄舘跡か
ら出土した遺物など児島高徳や

院庄舘跡関連の資料を中心に展
示をしました。

騨疹
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坪
撚
下
村
の

大
谷
山
諭
溺
絵
図
に
つ
い
て

は
じ
め
に

こ
の
大
型
絵
図
は
、
享
保
五
年
（
一
七

二
○
）
か
ら
同
十
一
年
（
一
七
二
六
）
に

か
け
て
争
わ
れ
た
、
坪
井
下
村
の
大
谷
山

山
論
に
伴
う
論
所
絵
図
の
写
し
で
あ
る
。

近
年
の
市
町
村
合
併
に
伴
う
資
料
の
整

理
・
移
管
に
よ
り
、
当
館
の
所
蔵
と
な
っ

た
。

本
絵
図
が
作
成
さ
れ
た
の
は
、
享
保
十

一
年
九
月
十
九
日
、
作
成
主
体
は
坪
井
下

村
で
あ
る
。
絵
図
に
は
東
・
西
・
北
の
方

位
の
記
載
が
あ
り
、
坪
井
の
宿
場
町
筋
か

ら
南
に
広
が
る
範
開
が
色
分
け
さ
れ
て
描

か
れ
て
い
る
。

地
元
で
は
、
こ
の
絵
図
の
存
在
は
以
前

か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
絵
師
の
名
前
が
記

載
さ
れ
た
論
所
絵
図
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
山
論
に
つ
い
て
は
、

入
会
地
を
め
ぐ
っ
て
争
う
農
民
の
姿
と
し

て
、
『
大
井
西
村
誌
』
や
『
久
米
町
史
』

で
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
作
成

者
の
絵
師
に
注
目
し
た
観
点
か
ら
分
析
さ

れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

さ
て
、
津
山
藩
領
内
に
限
づ
て
も
、
江

戸
時
代
に
は
大
量
の
論
所
絵
図
が
作
成
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
中
で
、

絵
図
を
作
成
し
た
絵
師
の
名
前
が
確
認
さ

れ
る
事
例
は
、
極
め
て
少
な
い
。
そ
れ
は
、

訴
訟
の
た
め
の
添
付
資
料
と
し
て
絵
図
を

描
く
の
で
あ
っ
て
、
自
ら
の
作
品
と
し
て

の
落
款
を
残
す
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
、
論
所
絵
図
に
お
い
て
は
、

そ
う
し
た
作
品
の
落
款
と
は
異
な
っ
た
理

由
で
、
署
名
を
残
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ

れ
が
、
こ
の
絵
図
の
よ
う
に
、
論
所
絵
図

と
し
て
の
客
観
性
の
保
証
の
た
め
で
あ

る
。

享
保
期
美
作
地
域
で
の
山
論
に
お
け
る

絵
師
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
「
絵
師
と

山
論
」
（
平
成
十
一
年
「
博
物
館
だ
よ
り
」

創
号
）
で
も
紹
介
し
た
が
、
実
際
の
立
会

絵
図
が
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
絵

図
の
検
討
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
美
作
地
域
で
論
所
絵
図
の

作
成
に
関
わ
っ
て
い
た
絵
師
に
関
す
る
希

少
な
資
料
と
し
て
、
今
後
の
研
究
に
資
す

る
た
め
、
こ
の
大
谷
山
論
所
絵
図
を
紹
介

し
た
い
。

な
お
、
こ
の
絵
図
に
関
連
す
る
山
論
関

係
の
古
文
書
は
、
『
矢
吹
家
文
書
』
（
当
館

寄
託
）
に
そ
の
一
部
が
残
さ
れ
て
お
り
、

山
論
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

尾
島
治

絵
図
に
記
載
さ
れ
る
文
字
情
報

▲大谷山論所絵図

絵
図
そ
の
も
の
の
凡
例
的
な
説
明
は
も

う
一
点
あ
り
、

「
間
数
拾
間
ヲ
四
歩
と
仕
候

但
壱
間
ハ
六
尺
三
寸
二
仕
候
」

と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
縮
尺
に
つ
い
て

は
、
原
図
で
な
い
こ
と
か
ら
、
絵
図
上
で

正
確
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

絵
図
に
添
え
ら
れ
た
こ
の
他
の
説
明
文

は
三
種
類
あ
り
、
絵
師
に
よ
る
署
名
と
訴

訟
方
及
び
相
手
方
の
記
載
で
あ
る
。
絵
師

の
署
名
は
、

こ
の
絵
図
が
、
地
勢
に
よ
っ
て
色
分
け

さ
れ
た
絵
図
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
分
類
に

用
い
ら
れ
た
色
が
説
明
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
色
見
本
は
五
種
類
で
、
「
道
筋
」
「
田
」
「
山

之
形
」
「
畑
」
「
水
」
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、

実
際
に
は
、
絵
図
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い

る
色
と
は
厳
密
に
は
一
致
し
て
い
な
い
。

こ
れ
は
、
写
し
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
理

由
で
あ
ろ
う
。



地
名
や
地
勢
な
ど
の
客
観
的
事
実
の
記
載

が
見
ら
れ
る
。

こ
こ
ま
で
が
絵
図
に
直
接
書
き
込
ま
れ

た
も
の
で
あ
り
、
双
方
が
確
認
し
た
内
容

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

こ
の
絵
図
に
は
、
二
種
類
の
張
り
紙
が
あ

り
、
白
い
紙
と
茶
色
の
紙
が
見
ら
れ
る
。

白
い
紙
に
よ
る
張
り
紙
は
、
「
山
に
て
御

座
候
」
と
か
「
草
木
御
座
候
」
な
ど
と
い
う
、

地
勢
の
補
足
的
な
説
明
で
あ
る
。
敢
え
て

張
り
紙
で
説
明
す
る
理
由
が
不
明
だ
が
、

何
ら
か
の
主
張
に
関
連
し
て
い
る
の
か
も

知
れ
な
い
。

一
方
、
四
枚
の
茶
色
の
紙
は
全
て

「
坪
井
下
村
山
内
江
他
村

絵
図
が
作
成
さ
れ
た
の
は
、
記
載
の
年

月
日
に
よ
れ
ば
、
享
保
十
一
年
九
月
十
九

日
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
十
月
十
三
日
に
江

戸
の
評
定
所
へ
出
頭
す
る
た
め
に
、
代
表

の
村
人
が
坪
井
下
村
を
出
発
し
た
日
で
あ

る
。

こ
の
大
谷
山
の
草
苅
場
を
め
ぐ
る
争
い

は
数
年
に
亘
っ
て
続
い
て
い
る
が
、
坪
井

下
村
が
幕
府
に
訴
え
出
た
の
は
享
保
十
一

年
五
月
で
あ
っ
た
。

謬需壁 』 ト

「
右
以
神
文
之
上
両
絵
師
立
会
壱
枚
絵
図

無
相
違
仕
立
申
候

美
作
国
勝
北
郡
田
井
村

絵
師
栄
運

美
作
国
津
山
福
渡
町

絵
師
喜
右
衛
門
」

と
な
っ
て
い
る
。

訴
訟
方
は
、

「
享
保
十
一
午
年
九
月
十
九
日

美
作
国
久
米
北
条
郡
坪
井
下
村

訴
訟
庄
屋
庄
左
衛
門

組
頭
弥
惣
兵
衛

同
九
郎
兵
衛

惣
百
姓
代
惣
兵
術
」

で
あ
る
。

司

で

空空あ
る

方
Ｏ

同同西同同同同同同同同I司 美Ｉま
郡々郡郡郡郡郡郡郡郡郡作、
神条久神宮久領久山里南国
戸郡米代尾米家米手公方 久
村院川村村川村川公文中 米

庄南南南文村村北
村中足上北条
村山村村郡

村 中
北
下
村

庄庄庄庄庄庄庄庄庄庄庄庄 庄
屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋 屋

入
会
道
壱
筋
茂

平次茂又宗長忠亦与織勘清彦
右郎兵作助右右左兵右助左十
衛左衛衛衛衛衛衛衛郎
門衛門門門門門
一門

▲茶色の貼り紙

“湾

こ
の
他
に
は
、
絵
図
に
書
き
込
ま
れ
た

絵
図
作
歳
の
経
緯

無
御
座
候
」

と
い
う
も
の
で
、
絵
図
の
描
か
れ
た
領
域

と
周
辺
と
の
境
界
部
分
に
貼
り
込
ま
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
坪
井
下
村
の
主
張

が
明
ら
か
と
な
る
。

可
謹
琴

▲坪井の宿場町筋付近
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そ
れ
に
対
し
て
、
幕
府
評
定
所
か
ら
は
、

双
方
百
姓
及
び
絵
師
の
誓
詞
を
認
め
た
上

で
、
論
所
立
会
壱
枚
絵
図
を
仕
立
て
、
八

月
二
十
五
日
に
評
定
場
で
対
決
す
る
よ
う

に
と
の
指
示
が
与
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

誓
詞
に
関
し
て
は
そ
の
案
文
が
示
さ
れ
て

い
る
。
村
人
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。

…

‐
・
＃
．



画

｜
‐
起
請
文
前
書

一
論
所
有
体
無
相
違
双
方
立
会
一
枚

絵
図
仕
立
可
申
事

一
論
地
双
方
立
合
之
節
非
儀
不
申
懸

有
体
二
可
仕
候
勿
論
口
論
仕
間
敷
候
事

一
絵
師
に
も
御
案
文
之
通
誓
詞
為
致

可
申
事

一
此
度
争
論
之
場
所
計
絵
図
二
書
可
申
候

無
用
之
所
ハ
書
載
申
間
敷
候
事
・

一
絵
図
之
内
申
分
相
極
不
申
所
ハ
絵
図

之
内
張
紙
二
而
御
訴
可
申
上
事

附
双
方
共
二
無
油
断
絵
図
仕
立

遅
ク
不
申
様
可
仕
事
」

ま
た
、
絵
師
の
案
文
は
、

「
起
請
文
前
書

一
論
所
無
相
違
有
体
二
絵
図
仕
立
可
申
事

一
論
所
二
付
双
方
何
角
好
有
之
候
存
候
其
所
と

相
違
仕
候
ハ
、
絵
図
二
書
付
申
間
敷
候
事

一
附
縦
拙
者
親
類
縁
者
好
之
者
を
以

双
方
・
何
角
と
相
頼
候
共
絵
図
之
而

少
も
晶
辰
偏
波
仕
間
敷
候
事

一
絵
図
手
間
代
約
束
之
外
礼
物
等
を
貧

取
不
申
絵
図
遅
々
仕
間
敷
候
事

附
非
分
申
懸
絵
図
遅
ク
候
ハ
、
御
尋
之
儀

有
体
可
申
上
事
」

と
な
っ
て
い
る
。

HAKuBuTsuKANDAY○ＲＩ津博No.７１⑥

顎零

は
、
ま
る
で
、
絵
師
が
、
双
方
の
代
表
の

よ
う
な
形
で
絵
図
作
成
に
関
わ
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

一､堀増埼強国

あ
鰍
が
染
、
王
恵
伶
呼
多
吟
彦
蝋
鈴
喰
や

と
．
却
咽
曜
奔
“
浮
多
ｆ
・
恥

こ
の
指
示
を
江
戸
か
ら
持
ち
帰
っ
た
坪

井
下
村
で
は
、
六
月
十
二
日
付
で
相
手
方

村
々
に
通
知
を
廻
し
、
誓
詞
案
文
を
取
り

に
来
る
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

こ
の
通
知
の
中
で
は
絵
師
で
は
な
く
絵
図

師
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
書
類
は
、
六
月

十
七
日
付
で
、
相
手
方
十
二
ヶ
村
の
請
取

書
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
書
類
の
引
き
渡

し
が
済
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
農
民
・
絵
師
共
に
、
六
月
中

に
は
起
請
文
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
時

の
絵
師
の
起
請
文
写
で
は
、
「
里
方
絵
師

生
国
備
中
菅
生
村
太
田
伝
四
郎
」
と
「
坪

井
方
Ⅲ
井
村
難
波
栄
運
」
が
署
名
し
て

い
る
。
双
方
が
絵
師
を
雇
っ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
評
定
所
の
指
示
で
は
な
く
、

双
方
の
村
々
の
都
合
で
あ
る
。
評
定
所
の

誓
詞
案
文
で
は
、
絵
師
は
ひ
と
り
と
想
定

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
理
解
で
き
る
。
ま
た
、

一
方
の
絵
師
の
名
前
が
、
絵
図
に
記
載
さ

れ
て
い
る
名
前
と
異
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

こ
う
し
て
絵
図
の
作
製
が
始
ま
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
七
月
に
は
、
訴
え
ら
れ
た

側
の
十
二
ヶ
村
の
代
表
が
、
奉
行
所
に
対

し
て
評
定
日
の
延
期
を
願
い
出
て
い
る
。

お
わ
り
に

グ

芸
術
的
な
作
品
を
描
く
絵
師
と
異
な

り
、
絵
図
を
描
く
絵
師
は
、
資
料
に
よ
っ

て
は
絵
図
師
と
し
て
現
れ
る
。
し
か
し
、

大
名
家
御
抱
え
の
狩
野
派
絵
師
に
し
て

も
、
い
わ
ゆ
る
芸
術
的
な
作
品
だ
け
を
制

作
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
藩
の
業
務

に
必
要
な
絵
図
は
、
お
抱
え
絵
師
が
作
成

し
て
い
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
論
所
絵
図
は
、

民
間
に
存
在
し
た
、
こ
う
し
た
絵
師
や
絵

図
師
の
動
向
を
知
る
、
数
少
な
い
貴
重
な

資
料
な
の
で
あ
る
。

津
山
近
辺
で
は
、
享
保
期
の
山
論
資
料

に
は
絵
図
師
が
登
場
す
る
が
、
そ
れ
以
降

の
山
論
資
料
か
ら
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。

論
所
絵
図
が
描
か
れ
な
く
な
る
こ
と
は
な

い
の
で
、
絵
師
は
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、

山
論
資
料
や
絵
図
か
ら
は
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
あ

る
。
津
山
藩
な
ど
の
お
抱
え
絵
師
が
描
く

の
か
、
そ
れ
と
も
、
文
書
資
料
に
現
れ
な

く
な
る
だ
け
な
の
か
、
ま
だ
、
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
絵
師
や
絵
図
師

の
関
わ
り
方
に
変
化
が
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
、
山
論
訴
訟
の
変
化
に
伴
う

も
の
で
あ
り
、
今
後
明
ら
か
に
す
べ
き
課

題
で
あ
ろ
う
。

△絵師の名前

絵
図
に
記
載
さ
れ
た
絵
師
の
署
名
は
、

「
右
以
神
文
之
上
面
絵
師
立
会
壱
枚
絵
図

無
相
違
仕
立
申
候
」
と
い
う
文
言
に
添
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
は
、
神
文
誓
詞

を
作
成
し
た
上
で
、
ふ
た
り
の
絵
師
が
立

ち
会
っ
て
壱
枚
の
絵
間
を
間
違
い
な
く
仕

立
て
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
評
定
所
に
提
出
す
る
論
所
絵

図
は
、
双
方
が
そ
れ
ぞ
れ
作
成
す
る
の
で

は
な
く
、
双
方
が
立
ち
会
っ
た
上
で
作
成

さ
れ
た
、
壱
枚
の
客
観
的
な
絵
図
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
絵
図
か
ら
も
明

ら
か
で
、
絵
図
に
直
接
書
き
込
ま
れ
た
内

容
は
、
地
勢
な
ど
の
事
実
の
み
で
、
主
張

は
書
き
込
ま
れ
て
い
な
い
。
論
点
は
、
張

り
紙
で
表
示
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
こ
で
、
客
観
的
な
絵
図
が
必

要
な
の
で
あ
れ
ば
、
双
方
当
事
者
の
代
表

が
立
ち
会
っ
た
上
で
、
ひ
と
り
の
絵
師
が

作
成
し
て
も
同
じ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
評
定
所
か
ら
の
指
示
も
そ
の
よ
う
に

読
む
こ
と
が
で
き
る
。
‐
し
か
し
、
実
際
に

こ
れ
は
、
当
初
、
八
月
二
十
五
日
に
出
頭

す
る
よ
う
に
と
の
命
令
に
対
し
て
、
絵
図

の
作
製
が
遅
れ
そ
う
だ
と
い
う
の
で
あ

る
。

こ
れ
か
ら
後
の
経
過
は
、
定
か
で
は
な

い
。
評
定
日
が
十
月
十
三
日
に
変
更
に
な

り
、
九
月
中
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
々
か

ら
代
表
者
が
江
戸
へ
と
向
か
っ
て
い
っ

た
。絵

画
の
性
権



、矛
記
晒

》
悪
感
了

一
．
伊
刈
跡
掩
当

一
声
淵
封
劣
等

天
供ら●“ 二一

〆

図
の
方
に
目
を
向
け
る
と
中
央
の
石
垣
で

か
こ
ま
れ
た
河
口
の
海
岸
沿
い
に
あ
る
山
が

天
保
山
と
思
わ
れ
、
そ
の
河
口
に
は
多
く
の

藩
が
出
兵
し
て
警
護
し
て
い
る
様
子
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
こ
の
図
に
書
き
き
れ
な
か
っ
た

南
方
の
木
津
川
口
や
岸
和
田
の
防
備
の
様
子

は
図
の
余
白
に
描
か
れ
て
お
り
、
広
い
範
囲

で
防
備
体
制
が
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

津
山
藩
に
お
い
て
も
動
員
が
か
か
っ
て
お

り
、
津
山
藩
の
持
ち
場
は
図
の
石
垣
に
覆
わ

れ
た
河
口
中
央
の
山
の
左
側
に
「
松
平
越
後

守
」
と
書
か
れ
て
い
る
陣
幕
の
場
所
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

ち
な
み
に
、
当
時
の
津
山
藩
主
は
第
八
代

藩
主
松
平
斉
民
（
確
堂
）
で
し
た
。

津
山
藩
で
は
こ
の
他
に
嘉
永
七
年
の
一
月

に
は
現
在
の
東
京
都
港
区
高
輪
辺
り
の
防
備
、

文
久
三
年
（
一
八
六
三
年
）
に
は
摂
津
国

文
久
三
年
（
一
八

（
現
在
の
神
戸
市

近
辺
）
の
海
岸
な

ど
の
防
備
を
命
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

異
国
船
一
隻
に

対
し
、
こ
の
物
々

し
い
警
備
ぶ
り
を

見
る
と
当
時
の
異

国
船
に
対
す
る
恐

れ
や
混
乱
ぶ
り
が

見
て
取
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

〕

郷
土
博
物
館
が
所
蔵
す
る
津
山
藩
関
連
の

資
料
群
で
最
大
の
も
の
に
「
愛
山
文
庫
」
と

い
わ
れ
る
資
料
群
が
あ
り
ま
す
。

も
と
も
と
こ
れ
ら
の
資
料
は
津
山
市
小
田
中

の
旧
松
平
藩
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
藩
政

文
書
な
ど
の
資
料
で
、
こ
れ
ら
の
保
管
場
所

が
「
愛
山
」
と
い
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
蔵

書
類
に
「
愛
山
之
印
」
と
蔵
書
印
が
押
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
名
称
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま

す
。

こ
の
愛
山
文
庫
は
藩
政
資
料
が
中
心
で
す

の
で
、
現
在
翻
刻
し
て
出
版
し
て
い
る
「
町

奉
行
日
記
」
な
ど
文
字
資
料
が
多
い
の
で
す

が
、
中
に
は
絵
図
面
な
ど
絵
に
描
か
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
絵
図
類
の
中
で
今
回
「
天
保
山
諸
家

警
備
之
図
」
と
い
わ
れ
る
資
料
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
図
の
説
明
書
き
に
は
、
「
嘉
永
七
年

（
一
八
五
四
年
）
九
月
十
八
日
に
大
阪
安
治

川
河
口
に
異
国
船
が
一
隻
来
航
し
た
。
同
十

九
日
に
諸
藩
の
家
来
が
警
護
に
あ
た
る
。
同

十
月
二
日
に
異
国
船
は
紀
伊
沖
に
移
動
し
て

停
泊
し
同
三
日
に
大
洋
に
出
て
行
っ
た
の
で

同
八
日
に
警
護
を
解
い
て
解
散
し
た
。
」
と

い
う
よ
う
な
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

異
国
船
と
い
え
ば
ペ
リ
ー
を
ま
ず
思
い
浮

か
べ
る
人
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の

図
に
描
か
れ
て
い
る
異
国
船
は
時
期
と
場
所

か
ら
ロ
シ
ア
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
乗
っ
て
い

た
デ
イ
ア
ナ
号
と
思
わ
れ
ま
す
。
プ
チ
ャ
ー

チ
ン
が
大
阪
か
ら
出
て
行
っ
た
の
は
幕
府
の

要
請
を
受
け
た
た
め
で
、
こ
の
後
は
伊
豆
の

下
田
へ
幕
府
と
交
渉
の
た
め
向
か
っ
て
い
ま

す
。

一

弄套琴慧

保
山
諸
家
警
備
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塗
壱

ハ
エ
鉦

払
萩
手
セ
イ

梶
村
明
慶

、
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博
河

助

§
最近の「津博」では、時々、甲胃に身を包んだ不思

議な動物たちが登場しています。お気づきでしょうか。

博物館三人衆と一灯（？）の仲間たちです。

彼らは、近年さりげなくデビューして以来、･博物館

のイメージキャラクターとして地道に活躍しています。

メンバーは、元気いっぱいの「津郷之介」、軽快な

フットワークの「鶴若」、昔からの力持ち「パレ夫」、

そして、周囲を明るく照らす「ファイアー」。

博物館共々、あたたかい応援をお願いします。

倭

夕

典は津山松平藩の槍印で剣大といい､現在津山市の市章となっている。

、
■

W闘噸|I蝋､､，
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園 ■■■博物館入館案内■幽圃且

●開館時間：午前9:00～午後5:0０（入館は4:30まで）

③体館日：毎週月曜日・祝日の翌日

１２月27日～１月４日・その他

●入館料：一般200円（160円）

高校・大学生150円（120円）

需鶴職恥
※（）は30人以上の団体

新しい空調機器の制御盤

博
物
館
の
心
臓
部
で
あ
る
収
蔵

庫
の
空
調
機
器
が
老
朽
化
し
て
き

た
た
め
、
こ
の
ほ
ど
、
新
し
い
設

備
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。

貴
重
な
資
料
を
保
存
す
る
博
物

館
の
収
蔵
庫
。
そ
の
温
湿
度
管
理

を
担
当
す
る
頼
も
し
い
仲
間
が
加

わ
り
ま
し
た
。

「
パ
レ
夫
」

一
一
一
一
エ
ー
ロ
畠
。

袋

１
「
津
郷
之
介
」

「
鶴
若
」
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三
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の関ヶ原が描かれます。

そして、その中では、

上田城の包囲のために

信州に残され、関ヶ原

での戦いに直接参戦す

ることのなかった森忠

政も取り上げられてい

ます。

小山評定といえば、徳川家康を関ヶ原での勝利へと導いた有名な戦

さ評定。参加した諸大名が結束して、西軍に戦いを挑むことになった

決定的な会議でした。

栃木県小山市では、この小山評定の意義と評定に参加した主要な武
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